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去
る
九
月
ニ
八
日
開
会
し
た
、
市
議
会
時
八
弔
万
円

u
を
投
じ
て
な
し
と
げ
ら
れ
一

3

学
松
や
社
会
教
育
施
設
な
ど
設

定
例
ム
即
位
、
す
予
。
一
克
即
売
し
て
、
終
止
〈
一
南
部
に
お
け
る
、
歌

伊
平
塚
市
議
設
計
画
u
ぞ
植
定
一
C
の
五
カ
年
計
画
じ
よ
ョ
て
、
合
併
一
禅
問
、
女
佑

ω
中
心
地
に
し
て
ゆ
く
e

新
市
撞
識
の
万
向
を
問
ら
か
に
し
一
波
し
一
役
の
平
探
市
の
酷
な
ら
し
を
す
ま
せ
、
一

4

住
宅
や
下
水
、
保
髄
衛
住
や
、

た
。
一
併
合
し
た
地
域
と
、
市
街
地
と
の
パ
一
位
会
倒
祉
な
ど
必
施
設
を
と
と
の
え
、

こ
の
計
一
聞
は
、
時
中
南
部
市
へ
の
意
図
一
一
フ
ン
ス
山
町
一
住
ん
で
、
会
市
一
一
体
と
な
り
一
消
防
刀
を
強
め
る
な
ど
、
ゆ
た
か
な
、

を
あ
ら
た
に
し
、
そ
の
日
央
体
…
演
を
と
の
一
次
の
段
階
に
す
ナ
む
乙
と
が
で
き
る
も
一
服
る
い
市
民
の
生
活
を
き
づ
い
て
ゆ
く

ま
た
も
の
で
二
三
重
か
ら
一
一
一
互
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

5

室
、
通
信
響
、
議
事
山

年
度
以
わ
た
る
五
ケ
伍
闘
に
、

ρ

七
憶
一
次
に
、
連
説
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
た
一
に
む
ず
ぶ
」
や
弐
強
く
は
た
ら
き
か
け

一
ど
っ
て
見
出
む
よ
う

e

る
。
一

一
器
本
方
針
一
将
事
実
を
た
て
る
一

一
;
一
市
撹
所
一

一
1

拡
大
な
畿
地
一
語
域
を
開
発
し
、
一

L
4
舎
に
究
所
を
、
回
一

生
土
地
改
良
や
、
多
角
経
営
を
す
る
で
奇
襲
あ
と
に
そ
宅
仇
出
張
所
喜
一

色
農
業
の
限
時

k
E
b

、
の
ぴ
ゆ
く
間
一
い
て
、
深
く
市
民
に
む
す
び
つ
い
た
市

市
一
士
蕪
と
あ
わ
せ
て
、
名
笑
と
も
に
そ
な
一
政
を
行
う
。

の
一
わ
っ
た
)
醍
業
都
市
在
者
口
づ
き
あ
げ
る
一
教
宵
文
佑

日
一2

都
市
計
妻
、
さ
ら
に
妻
レ
一
小
学
校
の
増
新
築

喜
一
て
、
関
、
工
、
住
宅
な
ど
の
地
域
を
は
一
木
造
翠
口
(
増
)
回
読

っ
き
り
き
め
、
‘
工
場
用
地
を
と
と
の
え
一
延
五
五
六
坪

商
店
街
の
措
麗
を
は
か
る
と
問
時
仁
、
一
般
筋
校
舎
(
新
)
一
校
八

O
O拡

大
工
場
妻
名
立
乙
れ
に
と
も
な
二
議
望
書
育
館
(
新
)
開
校

て
、
中
小
商
工
業
な
た
す
け
、
農
符
の
一
語
「O
O
G
M叶

抱
え
こ
み
人
口
(
択
一
一
男
問
題
)
を
解
一
鍛
筋
講
堂
(
新
)
一
一
校
延
一
一
一
一
一
一
六
坪

抽
出
し
、
勤
労
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
を
ヨ
一
木
造
給
盆
揖
〈
新
)
四
校

く
っ
て
ゆ
く
。
.
話
一
一
七
押

一一一
F 
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品
‘
乞
十
フ
り
、
十
月
刊
日
朝
り
新

世
弘
ご
ら
ん
に
な
り
ふ
日
亡
た
か
。

市
長
さ
ん
、
象
に
来
っ
て
、
市

内
行
進
、
そ
の
り
川
一
と
記
事
が
出

て
お
り
ま
し
た
。
一
則
に
た
き

b
れ

た
合
併
祝
買
付
事
ω
、
乙
れ
が
議

後
の
ピ
刀
万
ド
で
す
。
出
棋
に
ま
た

が
「
て
、
悠
え
と
、
市
川
悦
所
前
か

ら
臥
部
出
場
ま
で
'
灯
浴
し
た
の
で

す
が
、
市
長
の
心
は
、
よ
く
わ
か

る
、
象
君
も
、
そ
の
背
に
九
万
六

千
余
人
の
令
市
民
ぞ
乗
せ
た
つ
も

り
な
、
尉
心
ぷ
か
く
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。
十
七
買
の

出
い
せ
ひ
と
り
な

b
、
塞
く
も
何
と

も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
一
が
、
二
万

五
十
段
階
、
九
万
六
千
余
人
の
市

民
を
乗
せ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の

長
任
は
塞
く
、
洛
し
で
も
し
た
ら

大
殺
だ
と
掘
っ
た
乙
と
で
し
ょ
う

そ
の
背
に
ま
た
が
っ
て
い
る
わ
だ

く
し
の
気
持
が
か
し
こ
い
象
君
に

は
通
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
く
し
の
点
任
は
重
い
。
い

や
、
全
市
民
み
な
さ
ん
の
費
任
も

重
い
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
に

わ
か
に
泣
箭
が
大
き
く
な
っ
た
の

で
す
。
し
か
も
世
務
の
繕
成
が
ふ

ぐ
さ
つ
に
な
り
、
父
親
た
る
市
長

は
一
人
で
あ
っ
て
も
、
兄
弟
姉
妹

育
ー
聾
員
長

が
、
おh
ぜ
い
に
ふJへ
み
な
ん
」

仇
ぞ
れ
に
信
業
も
ち
が
う
し
、
一

R

勺
て
き
た
時
過
も
ち
が
い
、
ま
た

性
格
も
ち
が
う
の
で
す
。
今
ま
な

だ
っ
て
、
自
分
ひ
と
り
が
よ
け
仇

ば
A

ほ
か
の
凡
弟
姉
妹
培
ζ
つ
で

も
よ
い
と
い
う
よ
う
な
回
分
本
位

な
わ
が
ま
』
も
の
は
、
平
塚
市
一

策
の
な
か
じ
は
一
人
も
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら

に
世
帯
の
や
り
く
り
の
苦
し
い
な

か
で
仲
智
雄τ
℃
ゆ
く
た
た

は
、
お
互
い
に
お
一
九
い
の
立
場
を

腿
解
し
合
い
、
自
分
が
一
宅
福
に
な

る
乙
と
は
、
そ
の
こ
と
を
過
し
て

ほ
か
の
兄
弟
姉
妹
も
品
川
合
わ
せ
に

な
る
の
だ
と
い
っ
立
場
に
立
っ
て

一
家
の
繁
栄
を
討
つ
で
ゆ
か
な
い

と
、
一
家
の
な
か
は
円
満
に
は
出
品

い
り
ま
せ
ん
。
象
の
背
な
か
に
ま

だ
が
っ
て
考
え
た
こ
と
は
、
群
盲

柏
市
を
許
す
と
い
う
一
言
葉
で
ナ
。
象

は
、
実
の
閉
山
き
耳
の
み
で
、
柱
の

副
き
肢
の
み
で
、
蛇
の
如
き
鼻
の

み
で
は
なf
I、
そ
仇
ら
の
器
官
が

そ
仇
ザ
ず
れ
の
機
能
を
指
揮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
象

の
住
命
が
完
全
に
些
か
さ
点
る
の

で
す
。
新
し
い
大
平
塚
市
G
定
黙

り
で
す
。
(
十
月
四
日
)

員
喝
を
経
命

沖

津

を
平
塚
一
本
に
ず
る
ζ
と
な
ど
、
公
社

一
に
対
し
て
は
、
電
報
、
電
話
局
の
区
域

都
市
計
画
区
域
を
一

都
市
計
画

'
Z

￥
山
慨
に
統
合
す
る

ζ
と
な
ど
に
つ
い

ひ
ろ
げ
、
乙
の
達
一

一
て
、
強
く
申
し
入
れ
る
。
以
上
、
む
く

成
…
ち
と
雪
。
一
管
ぐ
み
だ-
Uを
ひ
る
い
ま
し
た
。
乙
の

菌
、
県
に
対
す
る
饗
盟
二
計
画
が
議
む
に
つ
れ
、
い
る
い
ろ
、
白

学
校
放
出
の
払
い
さ
げ
、
迂
回
目
田
辺
の
一
た
ら
し
い
弱
業
も
お
こ
る
で
し
ょ
う
し

完
成
、
県
道
、
橋
の
改
良
と
拡
接
、
間
的
町
一
第
一
一
次
麗
設
計
間
と
い
っ
た
よ
う
な
、

新
地
を
守
白
、
工
場
用
地
を
コ
く
る
た
一
五
年
以
後
の
綜
合
計
画
酬
も
、
必
裂
と
な

め
の
相
一
横
川
の
改
修
工
事
各
川
の
保
強
一
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

工
事
、
水
近
の
延
便
、
郵
便
集
記
区
域

P

期
待
と
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
高
校

社
会
叡
部
門
謀
(
渡
辺
義
太
郎
)

社
会
教
育
係
、
市
立
図
書
館
、
公

民
館
、
体
脊
館

l
o
i
o
-
-

訂
正H
広
報
紙
第
五
六
号
の
目
白
門
下
段

の
者
中
、
豊
田
の
山
林
、
0
.
二
一
樹
弱

地
O
、
二
五
、
観
島
の
山
ぷ
O
‘
一
一
極

関
地
O
e
z
u山
林
の
計
四O
A
、
五

樹
闘
地
の
計
一
八
、
四
一
一
で
あ
り
ま
ず

か
ら
、
訂
一
止
し
ま
す
。

平線のよき::tヤジたらん感顕

在象に諾して市中を行く市長

E結
............. 

の
九

か
た
む

醐
臨
鑑
謀
、関

議
、
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民
よ
説
曹
養ι
加
藤
氏

i

庶
務
、

大
野
支
所

税
務
、
経
揖
の
一
一
一
係

:
:
一
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

閣
制
館
講
義
新
韓

土
沢
出
接
問
、
同
階
出
張
所

1
0

パ
ペ9
6
i

攻
品
門
委
員
会
事
務
局

総
務
謀
(
高
橋
忠
一
一
)
総
務
係

学
校
教
育
課
(
加
藤
棋
士
口
)
学
校

教
育
係
、
教
育
研
冗
所
、
市
立
小

市
役
一
成
田
国
取
関

'IA liiI 
言自====--宮4

三己
半
塚
市
文
金
庫
と
し
て
、
あ
た

b

し
く
、
次
の
各
組
合
が
指
定
さ
れ

一
O
M
一
白
か
ら
、
税
金
の
収
納

を
取
曲
っ
て
い
ま
す
。

税
金
を
納
治
る
場
合
、
こ
の
支

金
庫
で
も
、
玄
所
、
出
張
所
、
ど

ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
す

富
戸
が
、
文
金
庫
で
は
納
期
外

M叫
の
納
め
は
、
扱
っ
て
く
れ

貰
ま
せ
ん
の
で
怠
の
た
め

h
v
大
野
町
農
協
@
大
野
町

し
豊
国
農
協
命
館
笠
原

、
万
平
蹴
持
寄
金
日

付
村
農
協
壬
沢
村
俊
協

J
'

平
塚
大
野
信
用
組
合

乙
の
ほ
か
、
出
市
内
に
あ
る
市
の

金
庫
は
、
部
信
と
駿
河
掛
行
が
平

塚
市
金
属
(
通
称
、
本
金
庫
)
、

平
威
信
用
金
庫
や
民
協
な
ど
、
市

内
に
あ
る
金
金
融
機
関
が
、
平
塚

市
交
金
庫
に
な
勺
て
お
り
、
本
金

庫
ニ
、
支
金
庫
一
六
を
数
え
ま
す

国!? 
率除籍



ち

新
教
育
議

氏
霞
会
法
は
よ

津
る
、
は
じ
砂

郊
で
の
放
鳴
門
裂

員
さ
ん
が
、

去
る
九
月
二

氏
八
日
の
市
議

以
会
の
罰
意
を

杉
得
て
、
一O

月
一
白
づ
け

市
長
か
ら
任
命
さ
れ
去
し
た

M

阜
ぐ
も
、ζ
の
九
日
に
は
、
第
一
回

の
教
育
議
員
会
を
開
催
、
条
例
案
等
ぞ

審
議
、
力
強
い
鍔
「
歩
を
記
し
手

υ
た

な
お
、
議
員
長
に
は
卵
、
衆
議
員
、
教
育

一
長
に
は
、
前
故
育
長
の
加
麟
委
員
が
決

一
ま
り
や
ま
し
た
。

一
抑
海
底
。
ハ
人
)
医
師
日
本
再
由
時
卒

一
応
長
、
県
噛
師
、
郡
町
村
長
会
長
一
を
経
℃

一
組
出
阿
保
帥
会
代
議
員
、
問
問
神
社
氏
子
賂

古
川
会
副
会
長
、
自
本
医
師
会
予
備
伐
議

一
員
、
問
自
辺
信
汽

O
五

一
杉
山
富
治
会
問
)
中
学
講
師
鎌
倉
師

一
一
戦
卒
、
甲
府
中
、
小
国
原
高
女
教
員
、

一
一
一
一
局
欽
道
教
湖
南
所
教
官
川
止
を
経
て
、
混
一
容

一
日
野
中
講
師
、
公
所
コ
一
川
五

一
靭
省
僕
三
(
五
芯
一
高
校
教
員
女
理
大

一
一
午
、
大
阪
市
祇
学
、
大
阪
市
南
第
一
一
一
高

一
校
長
、
現
出
向
浜
市
立
桜
ケ
丘
語
教
員
、

ひロ
μnV 

4
E
4
 

月
市
投
一
敗
薬
開

制
東
一
守
山
剛
一
藤
一
市

都
新
訟
の
大
野
支
所
に
は
、
庶
滋
、
税

和
務
、
経
済
の
一
一
一
係
主
ぬ
か
れ
、
ニ
父

母
の
職
員
が
回
大
野
町
一
円
に
、
新
市
政

一
を
すh
b
る
仕
事
と
と
り
く
ん
で
い
ま

一
主
主
に
取
り
扱
う
事
務
は
、
一
戸
籍
、

一
伶
民
間
E鋭
、
埋
火
持
、
身
分
、
印

f監
獄

一
問
、
人
口
動
態
調
夜
、
白
子
手
帳
、
国

つ
一
保
、
密
機
仲
間
予
防
、
保
護
撞
謀
、
徴
税

引
L
自
転
車
荷
車
の
鑑
札
、
転
出
入
、
医
薬

認
員
会
、
配
給
な
ど
;
:

教
員
生
活
一
一
O
係
、
八
議
朕
町
三
五
二
一
ら
四
に
縮
少
さ
仇
、
九
品
目
二
八
円
日
の
市
一
一

ニ
事
会
で
、
費
正
副
室
長
な
ど
が
一
長
所
器
禁
、
書
出
瞳
所
一

午
き
ま
り
ま
し
た

u

一
城
島
出
渡
所
、
金
自
民
間
宮
所
』

古
橋
貞
治
宝
田
)
新
聞
記
者
下
野
中
て
@
一
印
室
長
、

O
印
雲
員
長
)
一j
r
d
j
H
H
j
N
H
H
5
2
'

し

卒
、
毎
日
新
聞
槍
浜
支
局
次
席
、
甲
府
一
一
、
総
滋
常
任
委
員
会
、
。
金
子
、

o
一

支
局
長
を
卒
、
現
東
京
訴
叫
札
編
集
局
一
渡
辺
、
安
灘
、
語
、
矢
島
、
大
橋
一
生
轍
敬
一
課
、
同
庁
舎

参
事
、
言
重
量
、
言
語
三
一
ニ
、
震
苧
霊
喰
。
豆
、

o

一

一
年
、
桃
浜
町
一
五
五
一
日
清
弘
許
鵠
蚕
起
一
、
路
中
一
本
ど
円
伸
縮

加
瀦
一
太
郎
官
=
〉
臨
時
倉
師
範
卒
、
山
一

O
W
藤
(
芳
)
加
川
、
津
町
、
藤
沢
、
一

票
稲
田
小
校
長
、
語
学
、
県
教
誠
一
塁
鈴
木
(
竹
)
一
合
併
ま
え
の
九
百
二
号
、
昭
和
一
一
一
一
費
用

J

五
一
一
喜
一

、
一
回
、
建
設
種
委
員
会
@
杉
山

O
一
一
重
義
手
入
才
出
追
加
実
喜
一
な
ど
カ
霊
会
長
て
い
ま
ナ
一
病
害
事
、
震
を
お
も
わ
ぬ

轟
長
、
市
教
育
課
長
、
重
喜
一
議
長
)
宮
町
議
(
刀
〉
川
口
一
禁
撃
を
習
を
た

Q

一
i
o
i
o
i

一
議
長
官
て
、
作
が
ら
が
恵
三
気

教
室
宣
言
、
芸
一
二
三
一
一
一
一
、
古

p
i
l
l
-

一
追
加
鎖
、
面
白

O
一
一
芸
円
一
併
合
し
た
、
田
町
村
の
蓄
を
喜
一
を
お
と
し
て
い
る
農
家
へ

-
e・e・

一
文
化
@
体
育
の
執
ひ
ら
く
一
自
治
号
室
に
し
た
が
っ
て
、
手
当
一
妻
、
整
警
の
予
箆
編
成
は
、
間
一
農
業
災
害
倹
法
に
よ
る
比
重

一
第
一
一
一
間
義
変
化
祭
下
、
報
酬
、
襲
撃
ど
に
義
的
に
一
町
お
の
決
算
が
終
え
次
第
、
平
塚
市
才
一
(
保
険
金
)
が
主
わ
れ
ま
す
の
で
、

一
定
の
雲
中
心
に
説
書
簡
ニ
ぐ
み
か
え
ら
在
ほ
か
、
一
入
才
的
追
加
塁
予
算
と
し
て
く
ま
れ
一
塁
宗
務
損
害
評
価
委
員
か
、
組
合

一
の
一
コ
マ
と
し
て
、
市
教
室
雲
と
…
合
併
に
対
応
す
る
一
連
の
警
が
も
一
る
こ
と
足
り
ま
す
が
、
時
君
、
工
事
務
所
ヘ
申
し
出
て
下
さ
い
。

宝
塚
女
狩
連
盟
が
ヰ
(
催
、
一
三
の
女
佑
一
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
月
禾
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

一
一
一
一
ム
一
年
は
同
出
向
虫
の
発
生
一
が
多
い
と
か

一
回
体
が
渉
加
し
で
、
二
百
一
ば
い
見
一
目
立
つ
と
こ
ろ
で
は
、
市
役
所
と
一
又
一
一

一
一
一
一
充
分
御
一
連
磁
願
い
ま
ナ

0
1

一
附
台
公
開
桂
一
一
や
農
業
会
館
な
ど
に
演
劇
一
一
町
、
出
張
所
を
連
総
ず
る
一

F

一
昔
、
コ
ー
ラ
ス
、
う
た
、
茶
、
有
一
塁
自
動
車
一
台
八

O
瓦
一

1
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1

一
写
真
践
、
美
術
属
、
コ
ン
サ
ー
ト
一
等
、
一
合
併
に
よ
っ
て
霊
祭
一
一
一
六
人
一
雨
を
つ
い
て
新
分
団
結
成

…
一
一
一
一
会
湯
争
ひ

b

き
、
全
市
が
一
女
佑
の
一
も
ふ
え
、
合
計
一
一
一
七
八
人
(
学
説
職
員
一

一
か
お
り
で
う
め
つ
く
し
ま
す

o
z

含
ま
な
り
に
も
な
の
一
ま
し
た
。
一i
髄
火
山
い
か
た
い
か
ま
暗
記

i

一
第
四
回
市
民
体
質
レ
之
入
会
一
そ
こ
で
、
市
役
所
夜
泣
請
に
惜
道
一
一

O
H
一
白
一
半
塚
市
尚
一
川
一
回
転
割
分
間
一
わ
た
る
市
中
一
打
撃
議
り
ひ
ろ
げ
ま
し

一
年
と
共
に
掛
か
は
い
る
、
市
民
体
制
同
一
築
ず
る
射
用
を
四
五
万
吋
一
結
成
一
試
が
、
ふ
り
し
ざ
る
見
凶
台
の
雨
一
た
。

~
レ
ク
大
会

z
;

こ
ω

一
四
日
に
は
、
抱
一
ほ
か
に
、
万
出
土
地
改
良
重
き
一
を
つ
い
て
一
存
さ
れ
、
市
世
話
長
一
津
田
の
護
官
、
分
間
一
一
二
、

地
区
と
松
原
地
区
大
会
が
ま
か
に
関
一
補
助
金
主
八
万
吋
一
回
治
初
日
誌
の
制
関
を
詳
の
た
後
、
パ
ト
一
回
目
歪
七
五
人
消
防
車
内
輪
七
台
、

批
判
※
る
二
月
一
言
、
信
士
一
見

R

花
一
消
防
問
、
努
七
、
第
八
、
第
九
分
間
一
ロ

i
ル
カ
f

の
一
説
得
に
よ
っ
て
、
治
問
一
一
一
一
純
一
一
一
台
、
手
引
二
台
、
小
矧
官
邸
刀
戸

水
、
港
の
各
地
区
に
儀
式
」
れ
去
す
。
一
(
い
ず

vれ
も
松
…
旭
区
)
の
庁
詰
裂
の
一
喜
一
四
宮
-
一
連
ら
ね
、
新
市
整
誌
に
一
一
一
台
、
を
数
え
ま
す
。

ζ
れ
を
山
町
村
地
域
別
に
昆
ま
す
と
、

一
中
塚
@
消
防
団
本
部
品
此
び
第
一

l

第

九
分
団
ま
で
、
内
輪
山
ハ
台
一
一
一
輪
一
向
白
、

大
野
@
第
一O
i
第
一
笠
パ
ザ
団
法
で

四
純
一
台
、
一
一
濡
五
台

神
田
@
第
一
六
分
間

z

一
一
一
輪
一
台
、

小
型
動
刀
一
一
一
台
、

誠
品
集
中
措
一
七
分
田
、
一
一
一
輪
二
台
、

小
畑
一
致
刀
二
台
、

金
剛
、
第
一
八
分
間
、
小
湘
…
動
刀
二

一
土
沢
、
第
一
九
i

一
一
一
分
自
ま
で
、

小
川
蹴
刀
一
台
、
手
引
一
台
、

同
附
、
泌
二
一
一
分
間
、
小
挫
副
万
一

汁ヲ
議出語審
会ブJ :;.:ご
の白玉支

産運 22
委の護è

塁塁輩
記) fこ委主

繋主長
二なる
かで

倍
強
所
は
出
叶
仰
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ

お
か
れ
問
、
神
旬
、
城
島
、
金
問
、
土

沢
、
同
時
の
六
ケ
所
、
担
に
六
人
、
凶
仰

は
五
人
づ
っ
、
計
一
一
一
一
人
の
職
員
が
い

そ
が
し
い
述
約
再
務
相
\
配
桁
、
転
出

入
、
一
円
鋭
、
住
民
資
銀
、
埋
火
葬
、
印

鑑
身
分
説
閥
、
人
口
動
閣
の
調
査
、
留

保
相
談
、
母
子
手
帳
、
徴
税
、
自
転
車

荷
車
の
鑑
札
な
ど
の
事
務
、
乞
処
理
し
て

い
ま
す
。

支
所
、
出
張
所
は
、
市
役
所
の
第
一

似
の
窓
口
で
すJO

ど
っ
一
〈
気
厳
に
御
相
談
下
さ
い
。

E理時事

氏重誕職氏橋E釘藤 a 氏方自

地
方
自
治
法
第
百
九
十
九
条
第
一
一
一

環
の
規
定
に
退
く
館
査
彦
市
立
各
学

校
に
コ
い
て
七
月
十
一
日
よ
り
九
月

十
二
日
ま
で
の
関
笑
施
し
た

d

監
夜
の
結
巣
は
教
育
議
員
会
の
適
切

な
る
指
喝
の
下
に
学
一
崎
譲
一

長
初
め
全
職
員
の
泣
去
一

ぬ
訳
出
刀
に
よ
っ
て
前
回
公
一

監
査
に
出
しM側
め
て
嗣
者
な
る
改
善

前
出
新ω摂
認
め
ら
れ
る
が
ま
符

~
政
巡
慌
の
円
柑
適
正
を
計
る
上
か
ら

伊
更
に
今
後
北
、
一
岡
山
の
油
機
な
る
事
務

勺
泌
を
必
要

Z
u

特
に
印
字

ベ
さ
事
取
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
配
当v
?窮
の
執
行
政
び
に
経
領

事
務
に
フ
い
て

-
春
日
野
中
学
校
放
び
に
出
小
学

の
令
違
が
援
が
一
し
た

L

め
曲
目
引
が
遁

般
に
行
は
れ
な
い
もωあ
り
注
意
さ

山
れ
た
い
e

一
、
授
業
糾
の
徴
収
事
務
に
リ
い
て

…
一
向
浜
高
等
学
校

U
お
い
て
松
築
制
円
安

徴
以
す
る
に
長
期
間
に

諜
わ
た
り
以
刺
し
て
い
る

が
、
事
務ω
前
川
一
兆
化

ω

上
か
ら
も
滋
切
な
る
刀
法
廷
講
じ
ら

れ
特
に
現
金
の
山
県
扱
い
は
慎
貫
一
を
制

し
明
放
的
防
北
に
矧
滋
し
出
来
る
だ

り
掛
か
に
納
入
す
る
よ
う
封
め
る
べ

き
で
あ
る
。
(
平
塚
市
訟
指
叫
ん
民
日
間
)

鞍

室主

脱
に
お
い
て
怯
掛
川
よ
一
小
備
な
以
が
間

め
ら
A
れ
る
が
閉
じ
チ
鰐
の
過
不
足
に

儲
蕊
し
有
効
適
正
な
る
執
行
が
出
来

穐
る
日
ム
ヨ
つ
に
さ
れ
た
い
、

2

商
品
比
一
向
等
学
校
に
お
い
て
予
算

上

墨E重

写
真
@
新
ひ
ら
つ
か
の
う
ぶ
ご
え

H
A同
併
祝
寅
式
典
H
は
、
見
付
台
体
育

館
を
』
つ
め
る
、
九
七
一
一
人
の
列
席
者
に

よ
っ
て
盛
大
に
偉
大
」
れ
ま
し
た
。

写
楽
@
立
っ
て
挨
拶
す
る
は
、
一
戸

川
市
長
、
こ
の
目
、
ゅ
な
し
か
、
市
長

の
芦
は
ふ
る
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一



(4) 

こ
と
よ
せ
て

昭和31 {Fl 0 月] 0 自

赤
い
羽
根
募
金

味
い
羽
根
英
国
募
金
も
、
満
一

O
自

年
そ
か
ぞ
え
、
た
す
け
あ
い
運
動
と
し

て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
復
調
を
疑

ナ
ほ
ど
に
な
り
手
レ
た
。
集
ま
っ
た
お

金
は
、
民
間
の
福
祉
事
業
の
資
金
に
法

わ
さ
'
れ
ん
ば
ナ
。

今
年
、
平
塚ω
目
機
構
位
、
一
一
五

万
九
千
円
。

か
ん
い
保
検
鶴
田
同
年

郵
便
局
の
簡
易
保
険
が
、
は
じ
ま
ロ

て
か
ら
満
開O
年
の
年
そ
む
か
え
、
記

念
新
加
入
運
動
が
、
寸

J
h
め
ら
れ
℃
い

ま
ず
。
ち
な
み
に
半
探
局
の
扱
い
高
を

調
べ
て
見
ま
し
た

u

加
入
一
一
一
二
五

O
O
件
(
九
月
末
)

保
険
金
額
一
一
一
宿
六
心

i
万
円
(
h
v
)

佑
の
自
に
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